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3） 支援関係機関等 

調査結果において、調査先が特定されるような情報や具体的なケース・支援内容に関する情報等は

掲載していません。 

表内の数字は回答数です。 

⮚部分は各自由記述から整理して記載しています。 

① 女性相談支援センター、女性自立支援施設、母子生活支援施設 回答数 8 

女性相談支援センター、女性自立支援施設、母子生活支援施設合わせて 8 か所から回答がありま

した。 

問 入所者等にどのような支援を提供していますか。 （あてはまるものすべて） 

n=7

入所者への 

支援

一時保護・ 

委託一時保護 

利用者への支援

相談支援 7 4 

心理的なサポートやケア 7 3 

金銭管理支援 7 2 

同行支援 7 1 

就労支援 7 - 

退所後の電話によるアフターケア 7 - 

退所者を施設の行事等に招待 7 - 

退所後の訪問によるアフターケア 4 - 

◆その他の自由記述の内容 
 入所児童へのサポート等 

 各種手続き支援 

問 ＤＶ被害者への支援をする上で、困っていることや難しいと感じることを教えてく

ださい。 

 メンタル面の支障と支援 

問 10 代・20 代未婚女性への支援をする上で、困っていることや難しいと感じること

を教えてください。 

 若年女性の携帯電話・スマートフォンへの依存 

 若年妊婦への対応 
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問 障害のある女性、高齢女性、外国人女性、トランスジェンダーのような困難女性を

支援する上で、困っていることや難しいと感じることを教えてください。 

障害のある女性 

 共同生活でのトラブル 

 就労先確保の難しさ 

高齢女性 

 自立支援の難しさ 

外国人女性 

 コミュニケーションの難しさ 

トランスジェンダー 

 他の入所者への配慮 

困難女性共通 

 入所期間の長期化と退所先確保の難しさ 

問 男性ＤＶ被害者への支援について、困っていることや難しいと感じることを教えて

ください。 

 知識や窓口の啓発 

問 対象者・入所者の分類に関わらず、入所期間中、どのような共通課題がありますか。 

 施設の特性と自立支援のバランス 

 入所者の特性などによるトラブルや支援の難しさ 

 就労先の確保等 

 支援者側のスキル・経験の必要性 

問 貴施設として、ＤＶ被害者・困難な問題を抱える女性・利用者への支援に関して今

後必要と思うことについて教えてください。 

 施設運営と入所者への働きかけ 

 支援機関・団体との連携等 

 支援者側の取組 

 男性ＤＶ被害者への支援 

問 市町村との連携で、困っていることや難しいと感じていることについて教えてくだ

さい。 

 一時保護や入所後の行政サービス調整に関する課題 

 情報共有と連携 

 認識の違い・支援方針の違い 
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問 市町村との連携について、考えている今後の取組などを教えてください（具体的に

実施予定がなくても、考えていることを教えてください）。 

 研修・調整会議の開催・参加 

問 民間団体との連携について、困っていることや難しいと感じていることを教えてく

ださい。 

 連携機会の少なさ 

問 民間団体との連携について、考えている今後の取組などを教えてください（具体的

に実施予定がなくても、考えていることを教えてください）。 

 意見交換等できる機会  
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② 女性福祉相談員 回答数 21 

女性福祉相談員 21人から回答がありました。 

問 ＤＶ被害者への支援について 

ア ＤＶ被害者支援で困っていることや難しいと感じることがあれば教えてください。 

 メンタルや身体の不調がある人への対応 

 ＤＶ被害者の多様なニーズへの対応 

 インターネットの影響のある人への対応 

 支援策・連携の課題 

 支援者の安全面の懸念と負担感 

イ ＤＶ被害者支援への支援について、今後必要と思われる支援を教えてください。 

 ＤＶ被害者への啓発等 

 心理的支援 

 住まい支援、就労支援と経済的支援や制度の充実 

 妊婦支援の改善 

 一時保護・支援施設の改善・充実 

 加害者プログラムの実施 

 専門相談・支援機関との連携 

 支援者への研修 

問 困難な問題を抱える女性のへの支援について 

ア 困難な問題を抱える女性への支援で困っていることや難しいと感じることがあれば教えて

ください。 

 施設受け入れの課題 

 支援策の不足 

 若年女性への対応 

 若年妊婦の特性と支援策の不足 

 精神的不調等を抱える人への対応 

 民間との連携 

 支援側の体制・対応範囲等の課題 

イ 困難な問題を抱える女性への支援で、今後必要と思われる支援を教えてください。 

 住まい支援、就労支援、経済的支援・生活支援の充実 

 単身女性・若年妊婦・外国籍等への支援 

 施設の改善 

 相談窓口の周知 

 スキルアップ研修・知識の充実 
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問 女性福祉の仕事を行うにあたって、関係機関や民間支援団体とよく連携をしていく

ために、どのような取組があると良いか教えてください。 

 顔合わせ、研修、意見交換、相互理解 

 サポートチーム会議、ケース会議等 

 警察との連携 

問 相談者の自立に向けた支援の充実のために必要と思われることを教えてください。

（あてはまるものすべて） 

n=21 件数 

単身・未成年の女性の一時的な保護ができる場所 19 

単身女性が受けられる心理的ケア 17 

単身・未成年の女性が通勤通学可能な居所 17 

ＤＶ被害者や虐待被害者が通勤通学可能なステップハウス 17 

トラウマケア 16 

母子等緊急一時保護事業の部屋数の増加 13 

生活困窮者に対する資金の貸付や給付 12 

ＤＶ被害を受けていることを本人が認識できるようなＤＶチェックができるもの 11 

弁護士による区役所等への出張相談 10 

ＤＶ相談や女性相談の各種窓口を案内するカードやリーフレット 7 

ＤＶとは何か広く理解してもらうための啓発リーフレット 6 

その他 4 

◆その他の自由記述の内容 
 同伴児の学習支援、ペットの対応 

問 女性福祉相談員自身の業務上の悩み事や困りごとを教えてください。（あてはまる

ものすべて） 

n=21 件数 

精神的負担が大きい 17 

業務内容が広く、対応することが多い 15 

給料や待遇がよくない 14 

記録を書く時間がない 13 

同行支援が十分にできない 7 

職場に業務の悩みを相談できる人がいない 5 

その他 8 

◆その他の自由記述の内容 
 支援者へのバックアップ 

 人員と業務負担 

 業務の精神的・身体的負担 

 安全面でのおそれ 

 持参金のない人への対応  
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③ 区役所・支所（女性福祉担当部署） 回答数 17 

区役所・支所（女性福祉担当部署）17か所から回答がありました。 

問 児童虐待との連携について 

児童虐待ラインとの連携強化にあたって必要と思われる取組を教えてください。（あてはまるもの

すべて） 

n=17 件数 

女性福祉相談員にも福祉総合システム（サブシステムの児童虐待対応システムを含む）の

情報を共有できるようにする 
11 

サポートチーム会議に女性福祉相談員が参加する 6 

児童虐待担当と女性福祉担当の実務者（相談員等）との合同の事例検討の回数を増やす 6 

実務者会議に女性福祉相談員が参加する 4 

その他 6 

◆その他の自由記述の内容 
 会議への参加、情報共有、連携の意識づけ等 

問 保健センターとの連携について 

ア 以下のような支援対象者について、保健センターと連携できていない対象者はいますか。（あ

てはまるものすべて） 

n=17 件数 

精神的に不安定な女性 11 

特定妊婦以外の妊産婦 7 

特定妊婦 5 

その他 1 

イ 女性の支援にあたって、保健センターとよい連携ができるためにどのような取組があると良い

か教えてください。 

 連携の確実性と支援体制 

 現状の評価と改善点 

 実務者会議等への参加 

 精神保健福祉士の増員 

 保健センターに対する理解の必要性 

 定期的な顔合わせと研修 

 情報共有システムの構築 
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問 関係機関や民間支援団体とよく連携をするために、どのような取組があると良いか

教えてください。 

 顔合わせの実施、意見交換会、研修会、事例検討会等 

 ケースの共有やサポートチーム会議への参加 

 役割分担の明確化等 

 組織対応力の強化 

 民間の避難先の増設 

問 区・支所の組織対応力の強化のため、必要と思われることを教えてください。（あ

てはまるものすべて） 

n=17 件数 

女性福祉相談員の常勤化 13 

女性福祉相談員の増員 12 

女性福祉マニュアルの整備 12 

女性福祉と関連の深い他業務（生活保護、児童手当、国民保険、年金等）の職員への女性

福祉業務の説明 
10 

女性福祉担当の課長補佐を対象とした事例検討 7 

女性福祉相談員へのメンタルヘルスケアの実施 7 

女性福祉と関連の深い他業務（生活保護、児童手当、国民保険、年金等）の職員との合同

研修 
3 

その他 4 

◆その他の自由記述の内容 
 人員体制の強化、雇用面の改善、業務改善 

問 女性福祉相談員のスキルアップのために必要と思われることを教えてください。 

 研修・教育の実施 

 実務の効率化 

 相談業務の改善につながる人事体制 

 職員意識の向上 

問 その他、女性福祉施策で今後必要と思われることを教えてください。 

 人員体制の充実 

 職員の配置 

 基準、マニュアルの整備 

 妊婦の入所施設の確保 

 様々な問題を抱える人への対応 

 関係機関との会議や連携 

 一時保護・保護施設 

 ホットラインの拡充  
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④ 保健センター・男女平等参画推進センター 回答数 27 

保健センター・男女平等参画推進センター合わせて 27か所から回答がありました。 

問 区役所・支所の女性福祉相談員との連携について 

以下のような支援対象者について、区役所 ・支所の女性福祉相談員と連携できていない対象者はい

ますか。（あてはまるものすべて）） 

n=27 件数 

精神的に不安定な女性 6 

特定妊婦以外の妊産婦 4 

特定妊婦 4 

その他 2 

◆その他の自由記述の内容 
 家族からの虐待被害者等 

問 ＤＶ被害者や困難な問題を抱える女性への支援にあたって、関係機関・民間支援団

体とよりよく連携するためにどのような取組があると良いか教えてください。 

 意見交換・情報共有・研修・勉強会の開催 

 連携体制と協議体制の構築 

 相談支援体制の強化・改善 

 啓発・防止教育 

問 ＤＶ被害者支援で困っていることや難しいと感じることを教えてください。 

 被害者心理と支援の困難さ 

 支援策の不足 

 精神的・身体的問題への対応 

 共依存・関係の複雑さ 

 シェルター・避難に関する課題 

 子どもへのリスクに対する認識のずれ 

 支援者の悩みと対処法 

 加害者支援の不足 
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問 若年未婚女性や妊婦、障害がある女性などを始めとする、困難な問題を抱える女性

への支援で困っていることや難しいと感じることを教えてください。 

 介入の課題 

 精神障害・知的障害のある人への対応 

 若年女性・妊婦への支援の課題 

 女性の経済的・精神的依存と支援への障壁 

 援助希求行動の難しさ 

 家族との関係 

 経済・住宅・心理ケア支援の課題 

 言語・コミュニケーションの課題 

 就労支援の課題 

 多様な問題への対応 

 支援者との関係 

問 支援対象者の自立に向けた支援の充実のために必要と思われることを教えてくだ

さい。（あてはまるものすべて） 

 n=27 件数 

単身女性が受けられる心理的ケア 24 

母子等緊急一時保護事業の部屋数の増加 22 

単身・未成年の女性の一時的な保護ができる場所 22 

トラウマケア 22 

弁護士による区役所等への出張相談 21 

ＤＶ被害を受けていることを本人が認識できるようなＤＶチェックができるもの 18 

単身・未成年の女性が通勤通学可能な居所 17 

ＤＶ被害者が通勤通学可能なステップハウス 17 

生活困窮者に対する資金の貸付や給付 17 

ＤＶ相談や女性相談の各種窓口を案内するカードやリーフレット 11 

ＤＶとは何か広く理解してもらうための啓発リーフレット 10 

その他 5 

◆その他の自由記述の内容 
 施設の柔軟な対応、施設職員の充実、インターネット上の相談窓口等の場、支援者養成 
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問 その他、女性福祉施策で今後必要と思われることを教えてください。 

ＤＶ被害者支援 

 経済的支援と就労支援、施設の確保 

 ＤＶ被害者に寄り添う支援 

困難な問題を抱える女性支援 

 心理的支援とメンタルヘルス 

 社会的支援・教育・啓発活動 

 居場所支援、経済的支援と就労支援 

 外国人対応 

 子どもと家庭への支援 

 専門相談・支援機関との連携 

 妊婦支援 

 支援体制の強化
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⑤ ＤＶ被害者支援機関 回答数 7 

ＤＶ被害者支援機関 7か所から回答がありました。 

問 ＤＶ被害者や困難な問題を抱える女性を支援する上で、困っていることや難しいと

感じることを教えてください。 

ＤＶ被害者 

 被害者心理と支援の難しさ 

 精神的な不調を抱える人への対応の難しさ 

 相談窓口・支援機関の周知・連携の問題 

 シェルター・避難に関する課題 

 緊急時や避難に関わる対応の難しさ 

 家庭内の問題と対応 

困難な問題を抱える女性 

 当事者心理と支援の難しさ 

 精神的な不調を抱える人への対応の難しさ 

 支援機関・制度の課題 

 シェルター・避難に関する課題 

 家族の問題と対応 

ＤＶ被害者・困難な問題を抱える女性 

 被害者・当事者心理と支援の難しさ 

 精神的な不調を抱える人への対応の難しさ 

 社会的・経済的な課題 

 シェルター・避難に関する課題 

 支援機関・制度と連携の課題 

問 ＤＶ被害者支援や困難な問題を抱える女性への支援をするにあたって、今後必要と

思われる行政の取組を教えてください。 

 アクセスしやすいサポート体制 

 ＤＶ被害者及び子どもへの支援 

 妊娠中・子育て中の女性支援 

 相談窓口・教育に関する広報・啓蒙 

 法律や制度の課題 

 医療・心理的サポート 

 ＤＶ防止の取組 

 支援者への対応 
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問 民間団体との連携において、困っていることや難しいと感じることを教えてくださ

い。 

 連携のための民間団体情報の把握不足 

 情報共有と個人情報の取り扱いに関する懸念 

 支援の迅速性と判断基準の違い 

 支援の迅速性と柔軟性における公的機関と民間団体の違い 

 施設関連の課題 

問 民間団体との連携において、今後必要と思われる行政の取組を教えてください。 

ＤＶ被害者支援における連携 

 研修・勉強会の開催 

 連携体制と協議体制の構築 

 相談・支援体制の強化・改善 

困難な問題を抱える女性支援における連携 

 研修・勉強会の開催 

 意見交換・情報共有とネットワーク構築 

 連携体制と協議体制の構築 

 サポート体制の整備 

 相談・支援体制の強化・改善 

 支援の質向上と認知度向上 

問 その他、ご意見等ありましたらご記入ください。 

 ＤＶ加害者への支援の必要性 

 連携のための情報交換できる場の必要性 

 女性相談への圧力の恐怖 
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⑥ 自立相談支援機関 回答数 3 

自立相談支援機関 3か所から回答がありました。 

問 次の項目に掲げる方（支援対象者）の相談を受けたことがありますか。（あてはま

るものすべて） 

n=3 件数 

女性ＤＶ被害者 3 

男性ＤＶ被害者 1 

単身女性 3 

特定妊婦 3 

母子世帯 3 

トランスジェンダー 3 

外国籍 3 

問 前問で回答した支援対象者に対して、貴機関で行った支援を教えてください。（あ

てはまるものすべて） 

支援対象

n=3

女性ＤＶ

被害者 

男性ＤＶ

被害者 
単身女性 特定妊婦 母子世帯

トランス 

ジェンダー
外国籍 

各機関への同行 2 - 2 2 3 3 2 

住居のあっせん 2 - 2 1 1 2 1 

住居の提供 1 - 1 1 1 1 1 

衣食の提供 3 1 2 2 2 2 2 

医療支援 3 - 2 2 1 1 1 

就労支援 3 - 3 - 3 2 3 

通訳支援 - - 1 - 1 - 2 

法律相談など 3 - 3 1 3 2 3 

心理的ケア 3 - 3 3 3 2 2 

家事・育児支援 1 - 1 1 2 1 1 

学習支援 2 - 1 - 2 - 2 
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問 ＤＶ被害者や困難な問題を抱える女性を支援する上で、困っていることや難しいと

感じることを教えてください。 

 介入方法の難しさ 

 支援機関・制度の課題 

 シェルター・避難に関する課題 

 具体的支援方法・連携の必要性 

問 ＤＶ被害者や困難な問題を抱える女性への支援をするにあたり、今後必要と思われ

る行政の取組を教えてください。 

 社会的支援・教育・啓発活動 

 生活支援、経済的支援と就労支援 

 相談・情報提供の充実 

 支援体制の強化 



第 2部 アンケート調査 

第 2章 アンケート調査結果 

68 

⑦ 児童相談所 回答数 3 

児童相談所 3か所から回答がありました。 

問 ＤＶ被害者支援や困難な問題を抱える女性への支援に関して、関係機関や民間支援

団体とよく連携ができるようになるために、どのような取組があると良いか教えて

ください。 

 連携体制と協議体制の構築 

問 ＤＶ被害者支援や女性福祉との連携で困っていることや難しいと感じることを教

えてください。 

 支援対象者のニーズと支援体制 

問 若年未婚女性や妊婦、障害がある女性など、困難な問題を抱える女性への支援や女

性福祉との連携で困っていること・難しいと感じることを教えてください。 

 受け入れ先の選定 

 支援方針の難しさ 

問 ＤＶ被害者支援や困難な問題を抱える女性への支援のうち、対象者の自立に向けた

支援の充実のために必要と思われることを教えてください。（あてはまるものすべ

て） 

n=3 件数 

母子等緊急一時保護事業の部屋数の増加 3 

単身・未成年の女性の一時的な保護ができる場所 2 

単身・未成年の女性が通勤通学可能な居所 2 

生活困窮者に対する資金の貸付や給付 2 

単身女性が受けられる心理的ケア 2 

トラウマケア 2 

弁護士による区役所等への出張相談 1 

ＤＶ被害者が通勤通学可能なステップハウス 1 

ＤＶ被害を受けていることを本人が認識できるようなＤＶチェックができるもの 1 

ＤＶ相談や女性相談の各種窓口を案内するカードやリーフレット -
ＤＶとは何か広く理解してもらうための啓発リーフレット -
その他 1 

◆その他の自由記述の内容 
 深夜徘徊等を行う中高生女子への支援の連携 
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問 その他、ＤＶ被害者支援や困難な問題を抱える女性への支援に関して、区役所の女

性福祉担当ラインや配偶者暴力相談支援センターに今後必要と思われることを教

えてください。 

 被害者へのケアや心理教育の実施  



第 2部 アンケート調査 

第 2章 アンケート調査結果 

70 

⑧ 児童養護施設・自立援助ホーム 回答数 9 

児童養護施設・自立援助ホーム合わせて 9か所から回答がありました。 

問 入所者の退所後について 

ア 女性の入所者は退所してから、どのような問題を抱えていることが多いですか。女性退所者

から直接職員に相談がなくても、関係者等から話を聞いただけの場合も含め、多い順から 3

つ教えてください。 

   （件数） 

n=9

多い順 

① ② ③ 

就労継続の困難 4 3 1 

生活費の不足 4 1 -
職場や近隣の人間関係 1 1 -
予期せぬ妊娠・中絶 - 2 4 

ケガや病気（精神的不調を除く） - 1 1 

ＰＴＳＤ等の精神疾患や精神的不調 - 1 -
借金問題 - - 1 

孤独・孤立感 - - 1 

公的な手続きにおける問題（住民票の移動、税金など） - - 1 

暴力被害 - - -
「予期せぬ妊娠・中絶」以外の性被害 - - -
その他 - - -
◆その他の自由記述の内容 

 入所者の母親の孤独・孤立感等 

イ 退所者へのアフターケアで行っていることを教えてください。（あてはまるものすべて） 

n=9 件数 

電話連絡 9 

公的手続きの支援 9 

面会・訪問 8 

施設イベントへの招待 7 

就学・就労の支援 7 

住居探し等の不動産支援 6 

その他 4 

◆その他の自由記述の内容 
 メール、食料等の支援 
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問 女性の退所者が問題を抱えた際に、どのような団体・機関に相談しますか。（あて

はまるものすべて） 

n=9 件数 

区役所・支所 7 

児童相談所 5 

法テラス 5 

保健センター 4 

女性相談支援センター 3 

医療機関 3 

警察 2 

母子生活支援施設 2 

仕事・暮らしサポートセンター 2 

子ども若者総合相談センター 2 

民間団体 2 

女性自立支援施設 1 

学校 1 

弁護士会 1 

社会福祉協議会 1 

男女平等参画推進センター -
配偶者暴力相談支援センター -
裁判所 -
若者サポートステーション -
その他 -

問 中高生年齢の入所者に向けて、デートＤＶに関する啓発をしたことがありますか。

デートＤＶとは非同棲交際相手からの暴力（身体的な暴力、精神的な暴力、性的な

暴力、経済的な暴力）のことです。 

 n=9 件数 

啓発をしている・したことがある 9 

啓発をしたことはない -

問 入所者からデートＤＶの相談を受けたことがありますか。 

 n=9 件数 

ある -
ない 9 
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問 貴施設において、困難な問題を抱える女性への支援をする上で困っていることや難

しいと感じることを教えてください。 

 問題の顕在化しにくさ 

 心理面での支援の難しさ 

 支援体制の問題 

問 貴施設における困難な問題を抱える女性への支援で、今後必要と思われることを教

えてください。 

 個々の困りごとへの支援 

 施設・シェルター・避難場所とサービスの運営 

 生活支援、経済的支援と就労支援 

 多様性と特別支援 

 子どもと家庭支援 

 妊娠中絶・妊婦支援 

 支援体制の強化 
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⑨ 医療機関 回答数 5 

医療機関 5か所から回答がありました。 

問 最近 2 年間程の間に、貴機関を受診した女性患者のうち、次に掲げるような困難な

問題を抱える女性が受診したことはありますか。当てはまるものすべてを選択して

ください。女性の年齢は問いません。 

 n=5 件数 

家族・親族等からの虐待被害者である女性・虐待被害者であると思われる女性 5 

性被害に遭われた女性・性被害に遭われたと思われる女性 4 

ＤＶ被害者である女性・ＤＶ被害者と思われる女性 3 

予期せぬ妊娠をされた女性 3 

ストーカー被害者である女性・ストーカー被害者であると思われる女性 -

問 ＤＶ被害などの困難な問題を抱える女性（確証がなくても被害者や当事者であると

思われる場合も含みます。）の患者に対応する際に、困ったことや難しいと感じた

ことを教えてください。 

 経済的・生活的問題 

 妊娠・性感染症、援助交際の問題 

 子どもと育児に関する問題 

 心理的・精神的問題 

 ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）に関する問題 

問 ＤＶ被害などの困難な問題を抱える女性への支援について、必要と思われることを

教えてください。 

 生活支援・経済的支援と就労支援 

 子どもと家庭支援 

 法的支援・連携 

 専門相談・支援機関との連携 
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⑩ 民間機関・団体 回答数 13 

民間機関・団体 13か所から回答がありました。 

問 貴団体について 

ア 団体種別について教えてください。 

n=13 件数 

社団法人 3 

財団法人 1 

ＮＰＯ法人 5 

社会福祉法人 1 

任意団体 1 

その他 2 

◆その他の自由記述の内容 
 特殊法人、ボランティア団体等 

イ 貴団体・機関で行っている支援を教えてください。（あてはまるものすべて） （件）

n=13

男性ＤＶ

被害者 

女性ＤＶ

被害者 

39 歳頃

までの単

身女性 

40 歳以

上の単身

女性 

特定 

妊婦 

母子 

世帯 

トランス

ジェンダ

ー 

外国籍 

アウトリーチ 3 4 4 1 4 5 3 3 

居場所の提供 4 5 6 4 4 5 4 4 

一時保護 2 3 2 2 2 2 2 2 

各機関への同行 3 7 6 4 5 6 4 6 

住居のあっせん 1 3 2 2 3 3 2 3 

住居の提供 1 1 1 1 2 1 1 1 

衣食の提供 2 4 4 2 3 2 2 3 

医療支援 2 2 3 2 2 2 2 2 

就労支援 1 1 1 1 1 1 1 1 

通訳支援 1 2 1 1 1 1 1 2 

法律相談 1 4 3 2 - - - 2 

心理的ケア 4 6 6 5 5 5 5 4 

家事・育児支援 - 1 - - 1 2 - 1 

学習支援 1 1 1 - - - 1 2 
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ウ 貴団体、機関が支援を実施するエリアについて教えてください。 

n=13 件数 

名古屋市内全域 12 

名古屋市内の特定地域 1 

◆その他：地域名 
 全国、県外、名古屋市内の特定の区 

問 ＤＶ被害者・困難な問題を抱える女性への支援について 

ア 貴団体、機関では、ＤＶ被害者や困難な問題を抱える女性への支援に携わる職員 ・スタッフ、

ボランティア（実働員）は何人いますか。それぞれ教えてください。 

n=13

職員・ 

スタッフ 

ボランティア

（実動員） 

5 人以下 8 5 

6 人～10 人 4 2 

11 人～20 人 - 2 

21 人以上 1 1 

無回答 - 3 

イ 貴団体、機関では、ＤＶ被害者や困難な問題を抱える女性への支援の取組のひとつとして、相

談対応を行っていますか。 

n=13 件数 

行っている 12 

行っていない 1 
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前問（イ）で「行っている」を選んだ団体、機関にお聞きします。 

ウ 相談の形態をお答えください。（あてはまるものすべて） 

n=12 件数 

電話 11 

来所面接 11 

メール 9 

ＬＩＮＥ・チャット 6 

訪問 4 

ＦＡＸ・手紙 1 

その他 3 

◆その他の自由記述の内容 
 サポートグループ等 

前問（イ）で「行っている」を選んだ団体、機関にお聞きします。 

エ 相談の当初の主訴で多いものを、多いものから 3 つ教えてください。 

（件数）

n=12

多い順 

① ② ③ 

ＤＶ 3 5 -
家族・親族間の不和・問題 2 - 2 

住宅問題 2 - -
性被害 2 - -
妊娠 1 1 -
在留資格 1 - -
精神不調 - 4 -
成人の子への親からの虐待 - 1 1 

経済問題 - - 3 

離婚 - - 3 

心身の障害 - - 1 

ストーカー被害 - - -
児童虐待 - - -
子どもからの虐待 - - -
仕事 - - -
家事 - - -
子育てに関する悩み・問題 - - -
その他 1 - -
無回答・ - 1 2 

◆その他の自由記述の内容 
 性被害、ストーカー被害、性感染症、月経トラブル 
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オ ＤＶ被害者の支援を行っている団体・機関にお聞きします。ＤＶ被害者を支援する上で、困

っていることや難しいと感じることを教えてください。 

 精神的ケアの課題 

 支援機関・制度の課題 

 被害者情報の漏洩リスク 

 支援体制の課題 

カ ＤＶ被害者の支援を行っている団体 ・機関にお聞きします。ＤＶ被害者の支援として、今後必

要だと思われることを教えてください。 

 生活支援、経済的支援と就労支援 

 心理的ケア 

 施設・シェルター・避難場所とサービスの運営 

 法的支援・連携 

 相談・支援体制 

 加害者への対応 

 職員・相談員の対応と体制 

 継続的支援、関係機関の連携 

キ 困難な問題を抱える女性への支援を行っている団体・機関にお聞きします。当事者を支援す

る上で、困っていることや難しいと感じることを教えてください。 

 社会的支援不足・制度面の課題 

 行政・機関間の連携不足 

 支援対象者が抱える心理的・社会的ハードル 

 経済的課題 

ク 困難な問題を抱える女性への支援を行っている団体・機関にお聞きします。当事者の支援と

して、今後必要だと思われることを教えてください。 

 心理的・精神的支援 

 居場所・住居支援 

 行政・相談体制の整備 

 機関間の連携 

 経済的支援 

 専門知識とスキルの保障 

 相談支援・適切な機関へのつながり  
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問 貴団体、機関が、ＤＶ被害者や困難な問題を抱える女性を支援する上で他機関・団

体とつながりたいポイントを教えてください。（あてはまるものすべて） 

n=13 件数 

居場所の提供 12 

各機関への同行 11 

住居の提供 10 

医療支援 10 

法律相談 10 

一時保護 9 

住居のあっせん 9 

心理的ケア 9 

福祉的支援 9 

通訳支援 7 

ＤＶ被害者・困難な問題を抱

える女性当事者の学習支援 
7 

衣食の提供 6 

就労支援 6 

家事・育児支援 5 

同伴する子どもの学習支援 5 

問 貴団体、機関が活動を継続していく上での課題を教えてください。（あてはまるも

のすべて） 

 n=13 件数 

団体の資金不足 10 

スタッフの不足 9 

生活に必要な額の賃金をスタッフに払えない 8 

家賃や光熱水費の負担 6 

新しいスタッフが集まらない 5 

スタッフの高齢化 5 

活動場所の不足や狭さ 5 

他者からの活動の妨害 1 

その他 3 

◆その他の自由記述の内容 
 スタッフの安全確保等 

医療支援のうち 

身体面 精神面 

8 10 

福祉的支援のうち 

身体障害 精神障害 ひとり親 高齢者 その他 

6 8 9 3 1 
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問 助成金、補助金について 

ア 貴団体、機関が継続的に受けている助成金、補助金がありますか。 

n=13 件数 

ある 6 

ない 7 
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⑪ その他支援機関 （子ども若者、障害者、高齢者、部落差別、複合的生活課題などの困

難） 回答数 21 

その他支援機関 21か所から回答がありました。 

問 ＤＶ被害者や困難な問題を抱える女性を支援する上で、困っていることや難しいと

感じることを教えてください。 

ＤＶ被害者 

 被害者心理と支援の難しさ 

 社会的・経済的な課題 

 共依存・関係の複雑さ 

 子どもとの関係に関する課題 

 加害者支援の不足 

困難な問題を抱える女性 

 被害者の心理的・経済的制約 

 子どもとの関係に関する課題 

ＤＶ被害者・困難な問題を抱える女性 

 被害者心理と支援の難しさ 

 共依存・関係の複雑さ 

 具体的支援方法・連携の必要性 

 被害者の経済的制約 

 支援者の悩みと対処法 

問 ＤＶ被害者支援や困難な問題を抱える女性への支援をするにあたって、今後必要と

思われる行政の取組を教えてください。 

ＤＶ被害者支援 

 相談・支援体制 

 支援施設・シェルター 

 職員・専門家の対応 

 長期的支援・自立支援 

 支援の連携・調整 

 加害者プログラム 

 啓発・広報 

困難な問題を抱える女性支援 

 相談・支援体制 

 支援施設・シェルター 
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ＤＶ被害者・困難な問題を抱える女性支援 

 相談・支援体制 

 支援施設・シェルター 

 職員・専門家の対応 

 長期的支援・自立支援 

 支援の連携・調整 

 啓発・広報 

問 民間団体との連携において、困っていることや難しいと感じることを教えてくださ

い。 

 民間団体との連携の課題 

 支援の迅速性と柔軟性における公的機関と民間団体の違い 

問 民間団体との連携において、今後必要と思われる行政の取組を教えてください。 

 意見交換・情報共有、研修・勉強会の開催 

 連携体制と協議体制の構築 

 支援の質向上と認知度向上 

問 その他、ご意見等ありましたらご記入ください。 

 行政支援と民間団体の協力 

 民間団体のネットワーク形成 

 心の支えと支援格差 

 障害児を持つ家庭への支援 



第 2部 アンケート調査 

第 2章 アンケート調査結果 

82 

⑫ 大学 回答数 7 

大学 7か所から回答がありました。 

問 女子学生に関する問題で、貴大学の学生相談の機関での過去 1年間の相談の有無に

ついて教えてください。 

n=7 相談があった 相談はなかった 無回答 

家庭不和 7 - -
家計困窮 7 - -
その他家族に関すること 5 2 -
友人・知人等の人間関係 7 - -
身体・精神の健康 7 - -
親からの虐待 6 1 -
盗撮・痴漢等の性被害 6 - 1 

デートＤＶ・ストーカー等 5 1 1 

パパ活・売春・風俗 3 2 2 

ドラッグ・ＯＤ※ 7 - -
ＳＮＳ上のトラブル 6 - 1 

その他 2 - -
※ＯＤとはオーバードーズの略。薬の過剰摂取。 
◆その他の自由記述の内容 

 ハラスメント、バイト先のトラブル、詐欺、自傷等 

問 困難な問題を抱える女子学生への支援にあたり、過去 1年の間に貴大学の学生相談

の機関と各相談機関とが関わった状況を教えてください。（あてはまるものすべて） 

n=7

知っているが

相談・連携し

たことがない

相談・連携し

たことがある
知らない 無回答 

女性相談支援センター 3 2 - 2 

配偶者暴力相談支援センター 4 1 - 2 

区役所・支所の女性相談 3 - 2 2 

男女平等参画推進センター 3 - 2 2 

自立援助ホーム 4 - 1 2 

愛知県弁護士会 4 - 1 2 

法テラス 3 2 - 2 

仕事くらしサポートセンター 3 1 1 2 

子ども若者総合相談センター 3 3 - 1 

若者サポートステーション 3 3 - 1 

精神保健福祉センター 4 1 - 2 

◆その他の連携したことのある団体 
 消費生活総合センター 
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問 困難な問題を抱える女子学生を支援する上で困っていることや難しいと感じるこ

と 

 本人の意識の課題 

 共依存・関係の複雑さ 

 若年層への支援 

 家庭内の問題と対応 

問 困難な問題を抱える女子学生への支援において必要と思われることを教えてくだ

さい。（あてはまるものすべて） 

n=7 件数 

心理的なケアやカウンセリング 7 

宿泊可能な居場所の提供 5 

相談・話し相手 5 

見守り・同行 5 

居宅訪問型アウトリーチ 4 

医療の提供 4 

一時保護 3 

食料の提供 3 

法的対応の相談・サポート 3 

資金援助 3 

繁華街等へのアウトリーチ 2 

家事サポート 2 

住まい探し 2 

就労先探し 2 

衣類の提供 1 

家具寝具の提供 1 

家計管理 1 

住居の提供 1 

通訳 1 

その他 -


